
　
し
か
し
、
１
歳
６
ヶ
月
児
健
康
診

査
の
受
診
率
は
85
％
程
度
と
な
っ
て

い
る
。
現
在
、
新
た
な
育
児
ス
ト
レ

ス
が
増
え
る
１
歳
児
に
焦
点
を
絞
り
、

保
護
者
に
対
す
る
親
子
健
康
教
室
な

ど
の
新
し
い
施
策
を
検
討
し
て
い
る
。

前
立
腺
が
ん
検
診
に
つ
い
て

【
問
】
「
前
立
腺
が
ん
」
は
自
覚
症

状
の
無
い
症
例
が
多
く
、
外
来
で
診

察
を
受
け
た
時
に
は
既
に
進
行
し
て

い
る
例
が
多
い
。
採
血
の
み
で
簡
便

に
出
来
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
・

Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
の
導
入
を
行
う
べ
き
だ

と
思
う
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

【
答
】
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
に
よ
る
前
立
腺

が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
区
民
か
ら

の
要
望
も
強
く
、
実
施
し
て
い
る
自

治
体
も
増
加
し
て
お
り
、
平
成
17
年

度
実
施
に
向
け
て
医
師
会
と
具
体
的

な
実
施
方
法
や
費
用
負
担
な
ど
に
つ

い
て
協
議
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

教
育
環
境
改
善
に
つ
い
て

【
問
】
現
在
区
が
取
り
組
ん
で
い
る

特
別
教
室
の
冷
房
化
の
進
捗
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
２
期
制
や
週
５
日
制
の
実

施
に
あ
た
り
、
各
学
校
で
夏
休
み
期

間
中
、
補
習
等
が
行
わ
れ
た
が
、
教

室
が
高
温
化
し
て
集
中
力
を
欠
く
状

況
で
あ
る
。
普
通
教
室
の
冷
房
化
を

導
入
し
た
荒
川
区
で
は
、
児
童
・
生

徒
が
勉
強
に
励
む
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
は
、
環
境
や
コ
ス
ト
に
配
慮
し

た
冷
房
の
技
術
が
進
み
、
低
コ
ス
ト

で
の
導
入
が
可
能
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
、
区
と
し

て
も
普
通
教
室
の
冷
房
化
に
取
り
組

む
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

【
答
】
特
別
教
室
の
冷
房
化
は
、
全

小
・
中
学
校
の
音
楽
室
及
び
図
書
室

に
設
置
済
み
で
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
室
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
52
校
を

除
き
設
置
済
み
で
あ
る
。
残
り
52
校

に
つ
い
て
も
、
平
成
17
年
夏
ま
で
に

す
べ
て
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
普
通
教
室
の
冷
房
化
に
つ
い
て
は
、

平
成
18
年
度
以
降
、
計
画
的
に
導
入

す
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。
導
入
に

あ
た
っ
て
は
、
財
政
面
の
手
当
に
加

え
て
、
夏
休
み
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、
校
舎
壁
面
の
緑
の
カ
ー

テ
ン
や
太
陽
光
反
射
塗
料
等
の
効
果

に
つ
い
て
も
検
証
し
て
い
く
。

（
仮
称
）
木
造
建
物
耐
震
補
強
情
報

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

【
問
】
新
潟
県
中
越
地
震
を
教
訓
と

し
て
、
建
築
を
行
う
区
民
に
対
し
、

公
平
・
中
立
な
立
場
か
ら
木
造
建
築

物
耐
震
化
に
つ
い
て
の
情
報
を
供
給

す
る
た
め
に
、「（
仮
称
）木
造
建
物

耐
震
補
強
情
報
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置

を
提
案
す
る
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

【
答
】「（
仮
称
）木
造
建
物
耐
震
補

強
情
報
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
は
、

情
報
発
信
基
地
や
相
談
窓
口
と
し
て

の
機
能
を
整
備
す
る
こ
と
は
非
常
に

有
効
な
施
策
と
考
え
る
。
設
置
に
つ

い
て
は
、
区
内
建
設
業
界
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
の
協
働
の
立
場
か
ら
、
実
現
に
向

け
た
検
討
を
具
体
的
に
行
っ
て
い
く
。

木
造
建
築
物
耐
震
補
強
に
つ
い
て

【
問
】
震
災
対
策
と
し
て
、
既
存
木

造
建
築
物
の
耐
震
性
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
区
の
住
宅
改
良
助
成
事

業
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
中
心
で
、
耐

震
補
強
工
事
は
対
象
外
で
あ
る
。
住

宅
耐
震
診
断
に
よ
り
補
強
工
事
が
必

要
と
さ
れ
た
建
築
物
に
つ
い
て
は
、

工
事
費
用
を
助
成
対
象
と
す
る
べ
き

と
思
う
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

【
答
】
耐
震
診
断
は
、
そ
の
緊
急
性

か
ら
助
成
の
対
象
と
し
て
い
る
が
、

耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て
は
、
個
人

の
財
産
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
か
ら
、

対
象
と
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
今
後
、
現
行
事
業
の
利

用
実
態
を
勘
案
す
る
と
と
も
に
、
他

区
の
実
施
状
況
な
ど
を
調
査
し
、
耐

震
改
修
も
対
象
と
し
て
い
く
か
検
討

し
て
い
く
。

五
反
野
駅
ミ
ニ
駅
前
広
場
に
つ
い
て

【
問
】
五
反
野
駅
周
辺
地
域
の
活
性

化
の
た
め
、
五
反
野
駅
ミ
ニ
駅
前
広

場
の
整
備
が
重
要
と
考
え
る
が
、
区

の
見
解
を
伺
う
。

　
ま
た
、
地
権
者
や
商
業
者
の
理
解

と
協
力
や
、
鉄
道
事
業
者
な
ど
関
係

機
関
と
の
協
議
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
今
後
の
協
議
や
調
整
な
ど
を
ど

の
様
に
進
め
て
い
く
の
か
、
区
の
見

解
を
伺
う
。

【
答
】
ミ
ニ
駅
前
広
場
の
整
備
は
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く
貢

献
す
る
と
考
え
て
い
る
。
区
と
し
て

も
積
極
的
に
事
業
を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
地
権
者
や
商
業
者
に
対
し

て
、
こ
れ
ま
で
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
る
。
鉄
道
事
業
者
等
の
関
係
者
と

も
協
議
を
行
い
、
理
解
を
得
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
地
権
者
や

商
業
者
、
各
関
係
機
関
の
協
力
を
得

ら
れ
る
様
に
調
整
し
て
い
く
。

サ
ー
ビ
ス
時
間
延
長
に
向
け
た
Ｉ
Ｔ
の

活
用
に
つ
い
て

【
問
】
夜
間
・
土
曜
・
休
日
で
も
区

民
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

た
め
に
、
窓
口
業
務
の
見
直
し
も
視

野
に
自
動
交
付
機
導
入
を
図
る
べ
き

と
思
う
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

【
答
】
現
在
、
サ
ー
ビ
ス
ア
ッ
プ

推
進
会
議
の
下
部
組
織
と
し
て
「
庁

舎
開
庁
の
あ
り
方
専
門
部
会
」
を

設
置
し
、
夜
間
・
土
曜
・
休
日
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
自
動

交
付
機
の
導
入
に
つ
い
て
も
、
十

分
に
検
討
し
て
い
る
。

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

【
問
】
コ
ン
ビ
ニ
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
の
活
用
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
区
民
に

対
し
、
い
つ
か
ら
ど
の
様
な
サ
ー
ビ

ス
の
拡
大
を
考
え
て
い
る
の
か
、
区

の
見
解
を
伺
う
。

【
答
】
コ
ン
ビ
ニ
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
既
に
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
実
施
し
て
い
る
施
設
予

約
シ
ス
テ
ム
に
加
え
、
住
民
票
等
の

各
種
の
証
明
書
の
発
行
を
行
う
方
法

に
つ
い
て
、
コ
ン
ビ
ニ
本
社
と
一
緒

に
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。

　
ま
た
、
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
は
、

平
成
17
年
１
月
下
旬
以
降
に
12
手
続

き
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
る
見
込

み
と
な
っ
て
お
り
、
講
座
等
参
加
申

込
み
、
職
員
採
用
試
験
申
込
み
、
行

政
情
報
公
開
請
求
、
住
民
票
や
税
証

明
の
交
付
申
請
、
児
童
手
当
額
改
定

申
請
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
手
数
料
の
電
子
収
納
の

実
現
を
図
り
、
対
象
手
続
き
の
拡
大

を
図
っ
て
い
く
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
の

拡
大
に
つ
い
て

【
問
】
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
事

業
の
指
定
校
に
お
け
る
、
教
員
か
ら

の
相
談
の
ト
ッ
プ
は
不
登
校
の
問
題

で
あ
る
。
今
後
、
小
学
校
に
お
け

る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置

の
拡
大
と
活
動
に
対
し
、
ど
の
様

に
考
え
て
い
る
の
か
、
区
の
見
解

を
伺
う
。

【
答
】
現
在
、
中
学
校
に
は
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
全
校
配
備
さ
れ
、

不
登
校
生
徒
の
状
況
改
善
、
い
じ
め

発
生
件
数
の
減
少
等
の
成
果
を
あ
げ

て
い
る
。

　
現
在
、
小
学
校
に
お
け
る
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
配
置
は
13
校

で
あ
る
が
、
今
後
、
更
に
拡
大
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

自
治
基
本
条
例
中
の
「
住
民
投
票
」
の

条
文
に
つ
い
て
問
う

【
問
】
区
の
条
例
案
で
は
、
区
長
の

み
に
住
民
投
票
実
施
の
権
限
を
持
た

せ
て
い
る
が
、
区
と
対
等
・
平
等
に

あ
る
区
民
の
側
か
ら
住
民
投
票
の
実

施
を
求
め
た
場
合
、
住
民
投
票
を
行

う
仕
組
み
は
担
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

担
保
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
条
文

に
明
記
す
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

【
答
】
区
民
が
住
民
投
票
を
求
め
る

場
合
は
、
地
方
自
治
法
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
区
長
に
対
し
条
例
の

制
定
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
条
例
に
明

記
す
る
ま
で
も
な
い
と
考
え
る
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
区
民
意
見

表
明
制
度
）
に
つ
い
て
問
う

【
問
】
区
は
重
要
な
施
策
に
つ
い
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い

る
が
、
区
が
「
重
要
」
と
判
断
す
る

基
準
が
不
明
確
で
あ
る
。
判
断
の
基

準
と
実
施
権
限
の
所
在
を
示
せ
。

【
答
】
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
対

象
事
項
は
基
本
的
に
区
民
生
活
や
事

業
活
動
に
直
接
か
つ
大
き
な
影
響
を

与
え
る
も
の
で
、
区
内
全
域
ま
た
は

全
区
民
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
基
準
に
基
づ
き
、
通
常
の
意

思
決
定
の
過
程
で
、
各
部
の
判
断
で

行
う
。
区
民
の
意
見
は
真
摯
に
受
け

止
め
る
が
、
実
施
判
断
は
、
あ
く
ま

で
行
政
が
行
う
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

区
立
第
二
中
学
校
跡
地
は
、売
却
で

は
な
く
、「
金
八
記
念
館
」
等
と
し
て

活
用
し
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
よ

【
問
】「
３
年
Ｂ
組
金
八
先
生
」
の

ロ
ケ
地
で
あ
る
第
二
中
学
校
跡
地
を
、

「
金
八
記
念
館
」
等
の
観
光
資
源
と

し
て
、
ま
た
青
年
の
居
場
所
、
地
域

の
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
体
育

館
や
校
庭
を
活
用
し
て
ほ
し
い
と
の

署
名
運
動
が
大
き
く
展
開
し
て
い
る
。

「
金
八
先
生
」
の
脚
本
家
・
小
山
内

美
江
子
氏
も
協
力
を
申
し
出
て
い
る
。

安
易
に
売
却
す
る
の
で
は
な
く
、
地

域
経
済
活
性
化
に
繋
が
る
活
用
を
す

べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

【
答
】
第
二
中
学
校
の
校
舎
・
体
育

館
を
存
続
し
、
引
き
続
き
使
用
す
る

場
合
は
、
耐
震
補
強
や
大
規
模
改
修

等
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
用
途
の
変
更
に
あ
た
っ
て

は
、
国
庫
補
助
金
の
返
還
等
が
必
要

と
な
る
ば
か
り
か
、
維
持
管
理
費
を

毎
年
計
上
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
現
在
の
財
政
状
況
を
考
慮
し
、
今

後
の
区
財
政
に
負
担
と
な
ら
な
い
跡

利
用
案
を
探
っ
て
い
く
。

「
30
人
学
級
の
実
現
」
を
東
京
都
に

積
極
的
に
働
き
か
け
よ

【
問
】
30
人
学
級
を
含
む
少
人
数
学

級
は
既
に
42
道
府
県
で
実
施
さ
れ
て

お
り
、
未
実
施
は
東
京
都
な
ど
５
都

県
だ
け
で
あ
る
。
東
京
都
公
立
小
学

校
校
長
会
が
都
教
育
委
員
会
に
提
出

し
た
要
望
書
の
中
で
、「
小
学
校
１
、

２
年
生
の
学
級
定
数
を
30
人
程
度
に

す
る
こ
と
」
を
重
点
要
望
と
し
て
い

る
。
足
立
区
と
し
て
も
実
現
を
目
指

し
て
東
京
都
に
積
極
的
に
働
き
か
け

る
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

【
答
】
現
行
の
40
人
学
級
を
維
持
し
、

教
科
等
の
特
性
に
応
じ
た
少
人
数
指

導
の
拡
充
を
基
本
的
な
考
え
と
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
少
人
数
指
導
で
一

定
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
引
き
続
き
加
配
教
員
を
少
人

数
指
導
に
充
て
る
こ
と
で
充
実
を
図
っ

て
い
く
。
従
っ
て
、
今
の
と
こ
ろ
東

京
都
に
対
し
て
少
人
数
学
級
実
現
の

働
き
か
け
を
す
る
予
定
は
な
い
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を
、
足
立
区

独
自
で
拡
充
せ
よ

【
問
】
子
ど
も
の
医
療
費
制
度
の
拡
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